




さらなる省エネルギー、住宅の長寿命化が求められるなか、
「　　　　　　　　　」は断熱材として高い評価を得ています。
自然との調和をはかり、未来に繋げる環境づくりに貢献します。

さらなる省エネルギー、住宅の長寿命化が求められるなか、
「　　　　　　　　　」は断熱材として高い評価を得ています。
自然との調和をはかり、未来に繋げる環境づくりに貢献します。

断熱材の種類 熱伝導率※1［W/（m・K）］ との性能比較※2
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（ ）は厚さ ： mm
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0.028

0.034

0.024

地　域

1、2

3～7

熱抵抗の基準値
［（㎡・K）/W］

断熱材の種類と必要厚さ（mm）

70

45

85

50

2.9

1.7

吹込み用グラスウール

グラスウール16K

押出法ポリスチレンフォーム 1種bC

ビーズ法ポリスチレンフォーム 1号

押出法ポリスチレンフォーム 3種bA

建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォームA種1

硬質ウレタンフォーム 2種2号A

※1 吹込み用グラスウールはJIS A 9523、吹付け硬質ウレタンフォームはJIS A 9526、それ以外はJIS A 9521によります。
※2 カネライトフォームスーパーEX厚さ100mmと同等の断熱性能を示す各種断熱材の厚さ。

 ・ 上記の値は平成28年基準に規定される熱抵抗の基準値（外張断熱工法の場合）から算出した
　厚さであり、弊社規格厚さではありません。

と各種断熱材との性能比較

（217）

（188）

0.036高性能グラスウール24K （150）

（150）

（142）

（117）

（142）

（100）

木造住宅の壁断熱材厚さ参考 施工例

地　域

1～3

熱抵抗の基準値
［（㎡・K）/W］

断熱材の種類と必要厚さ（mm）

80 953.3

4～7 55 652.2

木造住宅の床断熱材厚さ参考

外張断熱施工例
 ・ 上記の値は平成28年基準に規定される熱抵抗の基準値（充填断熱工法（その他の部分）の場合）
　から算出した厚さであり、弊社規格厚さではありません。

これまでの省エネ基準（平成11年基準）は、建物全体の省エネ性能を客観的に比較しにくく、再生可能エネルギー
の導入効果も適切に評価されにくい等の理由から、外皮の基準に併せて一次エネルギー消費量を指標とした基準
が、平成25年省エネルギー基準として定められ平成28年省エネルギー基準に引き継がれました。
表中の厚さは、国土交通省告示第266号 住宅部分の外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する基準及び一次
エネルギー消費量に関する基準に適合する値を記載しています。
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